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【誤訳訂正書】
【提出日】平成29年2月22日(2017.2.22)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００２】
　ガスタービンにおいては、設計目標を満足するようにガスタービンの各段にて多くのシ
ステム要件を満足すべきである。これらの設計目標として、限定されるものではないが、
効率及び翼形部負荷能力の全体的向上を挙げることができる。従って、タービンノズル翼
形部プロファイルは、特定の段において熱的及び機械的作動要件を達成する必要がある。
例えば、最終段ノズルは、外径付近に損失が格段に高い領域を有することがある。これら
の損失は、内向きの負圧側面に沿った半径方向流れ移動に関連付けることができる。この
ような半径方向流れ移動は、混合損失と相俟ってブレード列の効率を低下しかねない。従
って、半径方向流れ移動を低減し、それに伴って全圧力損失を低下させれば、全体的な性
能及び効率が改善されるはずである。
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